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【概 要】

層内分極の発生と、分子が層法線からかたむくことによるキラリティの発生という観

点から多くの研究者の注目を集めている。本研究ではこれらに注目し、屈曲型液晶の科

学と機能を研究する。具体的には、光第二高調波発生や和周波発生などの非線形光学手

法、偏光 FT-IR、NMR 測定、テラヘルツ分光などのスペクトロスコピーを主な手段とし

て、(1) 強誘電相発生のメカニズム、(2) 幾何学的原因によるキラリティ（前述）と分子

構造のキラリティの相関を解明する。(1)に関しては分子構造に遡って強誘電的配列を実

現する分子間相互作用を解明する。また、(2)に関してはアキラルな分子場でのキラル合

成への道を開くことを最終的な目標とする。そのために、アキラルな分子がどのように

キラルな場を形成して行くのかを上記手段を用いて研究する。また、これらから派生す

る高速スイッチング素子やキラル非線形光学素子などへの応用を目指す。

【期待される成果】

本研究で取り上げる曲がった分子は一般には液晶には向かない分子という認識であっ

た。しかし、実際には屈曲型液晶は液晶の分野における新しい科学の宝庫であった。今

回のテーマはこれらの研究の延長線上にあり、しかも、今後の研究展開を計る上で非常

に意義深い研究である。屈曲型液晶はこれまで基礎科学的な興味から研究者の注目を浴

びてきた。光、電子機能の応用の可能性が示されれば、比較的、合成の簡単な屈曲型液

晶の研究はさらに加速されることとなろう。
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